


横浜市を通過する主要な幹線道路の混雑緩和と横浜港等に関連する物流の円滑化等を図る

ことを目的としている。 

カ 対象事業の概要 

本事業で計画している路線（以下「計画路線」という。）は、主に地下式（トンネル構造）

と嵩上式（高架構造）及び地表式（掘割構造）を計画している。概要は次のとおりである。 

道路の延長 約7.1km（地下式約4.2km、嵩上式及び地表式約2.9km） 

車線の数 ４車線 

設計速度 60km/時 

道路の区分 第２種第１級（自動車専用道路） 

換気所 地下式の両坑口付近に１箇所ずつ設置することを想定 

出入口等 （仮称）横浜青葉インターチェンジ・ジャンクション、 

（仮称）港北ジャンクション、（仮称）港北出入口 

なお、事業予定者と国土交通省は、初期の段階から、市民等に情報を提供しつつ、広く意

見を聴き、それらを反映させていくＰＩ（パブリック・インボルブメント）手法を導入し、

ルート、構造の複数案の比較検討を行い、これを基に概略計画をとりまとめた。 

 

(2) 地域の特性 

計画路線は、横浜市の北部に位置する青葉区、緑区、都筑区にあり、計画路線及びその周辺

の地形の状況は、鶴見川沿いの谷底平野（低地部）と、頂部の平坦化した丘陵部からなってい

る。地質の状況は、鶴見川沿いの低地部には沖積層、丘陵部には相模層群が広がり、それらの

下層は上総層群により構成されている。丘陵部の末端は一部、急傾斜地崩壊危険区域に指定さ

れている。 

土地利用の状況は、鶴見川沿いの低地部は田、畑、軽工業用地として利用されており、丘陵

部は主に畑、山林となっている。農地の多くは農用地区域に指定されており、これらの農地や

山林は、良好な緑地の景観を形成している。一部は区画整理事業により住宅地として整備され

ているが、大部分は市街化調整区域である。 

計画路線周辺の主要な道路として、起点側（西側）に東名高速道路、一般国道246号、終点

側（東側）に一般国道466号（第三京浜道路）がある。また、計画されている出入口等の周辺

には主要地方道横浜上麻生線、一般県道川崎町田線があり、いずれも１日の交通量が約２万台

（平成11年度道路交通センサスによる）となっている。周辺の主な鉄道網としては、ＪＲ横浜

線、市営地下鉄３号線、東急田園都市線があり、現在、市営地下鉄４号線の建設が進められて

いる。 

市民利用施設等としては、鶴見川沿いにサイクリングコースが整備されているほか、都筑区

池辺町の丘陵地には小川アメニティ、それに続く低地にはせせらぎ緑道が整備されている。 

本事業により環境影響が及ぶと想定される対象事業実施区域近傍では、平成17年度の二酸化
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窒素濃度及び浮遊粒子状物質濃度の状況は、一般環境大気測定局、自動車排出ガス測定局とも

環境基準に適合しているが、一般環境大気測定局４局のうち３局が横浜市環境管理計画に定め

る二酸化窒素濃度の横浜市環境目標（日平均値0.04ppm以下）に適合していない。 

 

以上を考慮し、環境影響評価項目の選定、調査及び予測の手法の選択を適切に行い、環境影響

評価を実施する必要がある。 

 

２ 個別的事項 

(1) 対象事業の計画内容について 

 ア 事業計画の策定にあたって実施したＰＩ（パブリック・インボルブメント）における、市

民意見の反映の状況について、より具体的に準備書に記載するとともに、今後の計画の詳細

化にあたっては、さらに周辺の環境に配慮すること。 

 イ 方法書においては、将来交通量、換気所の位置、形状、機能、トンネルの断面形状、施工

方法など、事業計画に不確定な部分が多く、大気質、騒音、振動等の予測評価地点も確定し

ていない。従って準備書段階において追加調査の必要が生じないよう、慎重に検討のうえ適

切に調査、予測を実施すること。 

 ウ 工事計画について可能な限り明らかにし、準備書に記載すること。特に、次に掲げる事項

を明確にし、大気質、騒音、振動の環境影響評価を実施すること。 

(ｱ) 工事用車両の出入口の位置 

(ｲ) 発生土の搬出箇所、搬出方法 

 エ 主要な幹線道路の混雑緩和など、計画路線の完成によって想定される広域的な整備効果に

ついて準備書に記載すること。 

 オ 建設工事に伴う温室効果ガスの発生を抑制するため、環境に配慮した建設資材の使用等に

ついて検討し、結果を準備書に記載すること。 

 カ 鶴見川沿いの低地部では、道路照明が周辺の農作物に影響を及ぼすことが懸念されるため、

道路照明による光害を低減する方法を検討し、結果を準備書に記載すること。 

 

(2) 環境影響評価項目について 

 ア 工事中 

(ｱ) 大気質 

     大気質の予測に用いるバックグラウンド濃度は、地域の交通量の実態等を適切に把握し

たうえで設定すること。 

(ｲ) 水環境 

  ａ トンネル工事等により発生する排水の濁水防止対策について検討し、結果を準備書に記

載すること。 
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 ｂ 地下水の水位については、地下水の漏出及び、地下水脈の遮断による変動の可能性を考

慮して予測評価すること。 

(ｳ) 地盤 

  工事による地盤への影響を適切に把握するため、工事着手前の可能な限り早い段階から、

地盤及び地下水の変動を調査すること。 

(ｴ) 動物、植物、生態系 

   重要な種等の選定にあたっては、最新の文献を基準として用いること。 

(ｵ) 地域社会 

   工事用車両の走行に伴う一般道路の交通混雑については、地域の交通量の実態等を適切

に把握するとともに、今後の地域の状況の変化も考慮したうえで予測評価を行うこと。 

(ｶ) 安全 

    トンネル坑口周辺については、斜面崩壊の可能性を考慮したうえで施工方法を検討し、

結果を準備書に記載すること。 

 

 イ 供用時 

   (ｱ) 大気質 

  ａ 大気質の予測評価にあたっては計画路線周辺の地形の影響を十分に考慮すること。 

  ｂ 大気質の予測に用いるバックグラウンド濃度は、地域の交通量の実態等を適切に把握し

たうえで設定すること。 

  ｃ 換気所から排出される窒素酸化物、粒子状物質を低減する措置として、脱硝装置などの

設置を検討し、結果を準備書に記載すること。 

   (ｲ) 騒音、振動、低周波音 

  ａ トンネル坑口周辺の騒音対策として、吸音板の設置等について検討し、結果を準備書に

記載すること。 

  ｂ 計画路線に住宅が近接している地域については、住宅への騒音の影響を適切に評価する

ため、高さ方向にも調査、予測を行うこと。 

   (ｳ) 水環境 

  ａ トンネル洗浄水の処理方法について明らかにし、準備書に記載すること。 

  ｂ 道路面の雨水排水が周辺の河川に著しい影響を及ぼすことのないよう、放流先、処理方

法等について検討し、結果を準備書に記載すること。 

   (ｴ) 動物、植物、生態系 

    重要な種等の選定にあたっては、最新の文献を基準として用いること。 

(ｵ) 景観 

高架構造物の景観への配慮について明らかにし、準備書に記載すること。 

(ｶ) 地域社会 
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出入口周辺等の一般道路の交通混雑については、地域の交通量の実態等を適切に把握す

るとともに、今後の地域の状況の変化も考慮したうえで予測評価を行うこと。 
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■ 環境影響評価法及び横浜市環境影響評価条例に基づく手続経過 

平成 18 年 8 月 24 日 事業者は方法書を市長に送付 

平成 18 年 8 月 25 日 事業者は新聞広告により方法書の公告及び縦覧を周知（法で定める 30

日間）、その後市条例に合わせ閲覧（10 月 10 日まで） 

市長は方法書の送付を受けた旨公告し、方法書の写しの縦覧を開始（10

月 10 日まで） 

縦覧場所 環境創造局、神奈川区役所、保土ケ谷区役所 

港北区役所、緑区役所、青葉区役所、都筑区役所 

縦覧者数  27 名 

事業者は方法書に係る意見書の受付を開始（10 月 10 日まで） 

意見書数 398 通 

市長は方法書に係る意見陳述の申出の受付を開始（10 月 10 日まで） 

意見陳述申出 ２件 

平成 18 年 8 月 28 日 環境影響評価審査会 

市長は方法書に係る調査審議について審査会に諮問 

事業者説明（方法書）及び審議 

平成 18 年 9 月 5日 環境影響評価審査会 

事業者説明（補足資料）及び審議 

平成 18 年 10 月 24 日 環境影響評価審査会 

意見陳述人選定 

平成 18 年 11 月 6 日 環境影響評価審査会 

意見陳述（陳述人１名） 

事務局説明（これまでの指摘事項）及び審議 

平成 18 年 12 月 5 日 事業者は方法書についての意見の概要を市長に送付 

平成 18 年 12 月 8 日 神奈川県知事から方法書に対する環境保全の見地からの意見照会 

平成 18 年 12 月 8 日 環境影響評価審査会 

 事業者説明（方法書についての意見の概要）及び審議 

事務局説明（検討事項一覧）及び審議 

平成 18 年 12 月 21 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（答申案）及び審議 

 



■ 事業者が当審査会に提出した補足資料 

１ 北西線の予測交通量について 

■ 横浜市環境影響評価審査会委員 

赤 羽 弘 和 

◎ 猪 狩 庸 祐 

  小 沢 弘 子 

工 藤 信 之 

○ 猿 田 勝 美 

谷  和 夫 

田 丸 重 彦 

田 村 美 幸 

土 井 陸 雄 

野 知 啓 子 

広 谷 浩 子 

藤 原 一 繪 

横 山 長 之 

◎ 会長  ○ 副会長  五十音順 敬称略 
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